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今
年
は
、
か
し
ま
灘
楽
習
塾
が
平
成
１８
年
４

月
に
発
足
し
て
、
15
期
目
を
迎
え
ま
す
。
１
期

目
も
開
講
の
準
備
で
１０
月
開
講
に
な
り
、
６
期

目
に
は
東
日
本
大
震
災
の
た
め
、
市
民
セ
ン
タ

ー
が
使
え
ず
１０
月
開
講
に
な
り
ま
し
た
。 

今
回
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
二
度
に
渡
り
開
講
を
延
期
し
、
開
講
が
半

年
遅
れ
た
こ
と
、
そ
の
た
び
に
塾
生
と
の
連
絡

や
不
安
を
ま
ね
き
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ

と
に
対
し
、
ま
ず
初
め
に
、
深
く
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す
。 

し
か
し
な
が
ら
、
終
息
時
期
が
い
ま
だ
に
不

透
明
の
中
、
１０
月
か
ら
の
開
講
に
つ
い
て
教
授

全
員
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
７５
人
の
教
授
と

１００
の
講
座
が
開
講
と
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し

た
こ
と
は
、
誠
に
う
れ
し
く
心
か
ら
感
謝
と
敬

意
を
払
い
た
い
と
思
い
ま
す
。 

こ
ん
な
中
で
、
先
ほ
ど
名
誉
教
授
と
博
士
号

の
称
号
を
授
与
さ
れ
た
皆
さ
ま
、
誠
に
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
長
き
に
渡
り
、
か
し
ま
灘

楽
習
塾
の
活
動
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
事

に
、
改
め
て
心
よ
り
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。 

た
だ
残
念
な
事
は
、
平
成
27
年
度
の
十
周

年
記
念
事
業
か
ら
始
ま
っ
た
博
士
会
の
入
会

が
、
任
意
と
は
言
え
、
こ
こ
数
年
、
参
加
す
る

人
も
入
会
す
る
人
も
減
少
の
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
原
因
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
博
士
会
に
魅

力
が
な
い
の
か
、
理
解
さ
れ
て
い
な
い
の
か
等
、

今
後
も
皆
さ
ま
か
ら
様
々
な
ご
意
見
を
お
伺

い
し
て
、
よ
り
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
博
士
会
に

し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

か
し
ま
灘
楽
習
塾
は
、「
学
ぶ
事
も
生
き
が
い

な
ら
ば
、
教
え
る
事
も
生
き
が
い
」
で
す
。 

こ
の
生
き
が
い
を
な
く
し
て
し
ま
う
こ
と
は
、

希
望
を
な
く
し
て
し
ま
う
事
に
な
り
ま
す
。
生

き
が
い
は
、
市
民
が
健
全
な
生
活
を
送
る
上
で
、

な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

先
行
き
が
見
え
な
い
今
で
す
が
、
私
達
は
コ

ロ
ナ
と
共
に
生
活
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
分
か
り
ま
し
た
。
新
し
い
生
活
様
式
を
取
り

入
れ
３
密
を
避
け
な
が
ら
、
運
営
し
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
誰
も
が
多
か
れ
少
な
か
れ
コ

ロ
ナ
に
対
し
て
恐
怖
を
抱
い
て
い
る
事
は
同

じ
で
す
。
し
か
し
、
生
き
て
い
く
た
め
に
は
、

楽
し
み
も
必
要
で
あ
る
と
も
考
え
ま
す 

。 

自
己
責
任
の
下
、
開
講
・
受
講
す
る
か
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
判
断
に
お
任
せ
致
し
ま
す 

。 

な
お
、
今
期
予
定
し
て
い
た
１５
周
年
記
念
事

業
の
記
念
講
演
会
や
博
士
会
が
コ
ロ
ナ
禍
の

た
め
、
中
止
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
事
は
、
非

常
に
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。 

本
来
で
あ
れ
ば
、
教
授
会
（
開
講
）
に
教
育

長
様
は
じ
め
「
ま
ち
づ
く
り
市
民
セ
ン
タ
ー

長
」
、
「
豊
郷
・
鹿
島
・
豊
津
各
ま
ち
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
長
」
を
来
賓
と
し
て
お
招
き
し
て
、
祝

辞
を
い
た
だ
き
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
コ
ロ
ナ

禍
の
た
め
招
待
を
自
粛
し
た
こ
と
ご
理
解
い

た
だ
き
、
今
後
と
も
こ
れ
ま
で
以
上
に
当
塾
事

業
に
対
し
、
ご
支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

今
期
も
継
続
が
不
透
明
の
中
、
１６
期
の
募
集

を
語
る
の
は
時
期
尚
早
と
は
思
い
ま
す
が
、
従

来
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
は
な
く
『
簡
易
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
』
市
報
や
各
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
、
教

授
・
塾
生
の
知
人
・
友
人
等
に
対
し
口
コ
ミ
で

広
げ
、
塾
を
継
続
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
規
講
師

も
同
じ
よ

う
に
お
声

か
け
を
し
、

新
講
座
・
塾

生
の
取
り

組
み
も
計
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

最
後
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症

が
早
期
に
終
息
す
る
こ
と
を
願
い
つ
つ
、
毎
日

の
体
調
管
理
と
手
洗
い
・
う
が
い
等
を
こ
ま
め

に
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
講
座
で
教
授
・
塾
生
が

元
気
な
姿
で
お
逢
い
で
き
る
こ
と
、
並
び
に
皆

さ
ま
の
益
々
の
ご
活
躍
と
ご
健
勝
を
心
よ
り

ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。 
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第
１５
期
表
彰
式 

 
 

 
 

 
 

 

  

長
﨑
輝
男 

 
 

 

名
誉
教
授 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
大
野
美
恵
名
誉
教
授 

                   

お
め
で
と
う 

 

ご
ざ
い
ま
す 

  

 

１５
期
開
講
に
つ
い
て 

 
 

◉
塾
全
体
と
し
て
10
月
開
講 

 
 

◉
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
日
程
延
期 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

→
当
初
日
程
通
り 

 
 

◉
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
期
限

10/30
〆 

 
 

 

教
授
総
会
実
施 

承
認
事
項 

 

◉
塾
生
募
集
結
果
と 

 
 

コ
ロ
ナ
禍
で
の
確
定
講
座
承
認 

 
 

 
◉
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

 
◉
１４
期
決
算
報
告 

 

◉
15
期
予
算 

 

◉
個
人
情
報
保
護
の
規
則
化 

 
 

 

個
人
情
報
の
取
扱
い 

 
  

講
座
内
連
絡
に
つ
い
て
、
必
要 

 
 

 

で
あ
れ
ば
講
座
内
事
前
説
明
後 

 
 
 
 
 

リ
ー
ダ
ー
へ
も
開
示
で
き
る
。 

 
  

 
 

 
  

 

 
 

 
 

 

塾
生
・教
授
の
皆
さ
ん
へ  

◉
塾
生
の
皆
さ
ん 

複
数
受
講
さ
れ
て
い
る
方
へ 

『
だ
よ
り
』
受
取
り
講
座
を
決
め
、
受

取
ら
な
い
教
授
へ
連
絡
し
て
下
さ
い
。 

（
同
じ
『
だ
よ
り
』
を
受
取
ら
な
い
為
） 

◉
教
授
の
皆
さ
ん 

『
だ
よ
り
』
必
要
部
数
を
連
絡
下
さ
い
。 

 

 
  

名
誉
教
授
2
名
授
与 

 
 

15
期
で
10
年
目 

 

博士号３２名授与 

15 単位以上受講 

 

 
 

ト
レ
イ
チ
ェ
ッ
ク
に
つ
い
て 

事
務
局
前
の
廊
下
窓
に
、
ト
レ
イ
チ
ェ

ッ
ク
表
が
あ
り
ま
す
。
講
座
日
ご
と
に

必
ず
ト
レ
イ
を
見
て
中
身
の
確
認
後
、

チ
ェ
ッ
ク
表
に
日
付
を
記
入
し
て
下

さ
い
。 

教
授
へ
お
願
い
！ 

◎
講
座
の
日
程
変
更
を
す
る
場
合
は
、
次

の
事
を
守
っ
て
下
さ
い
。 

◆
市
民
セ
ン
タ
ー
に
講
座
日
キ
ャ
ン
セ

ル
の
申
し
出
を
す
る
。 

◆
今
年
度
は
講
座
に
よ
り
回
数
が
違
い

ま
す
。（
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
で
日
程
変

更
し
て
い
る
為
）
代
替
日
は
、
教
授
ご
自

身
で
市
民
セ
ン
タ
ー
に
予
約
し
て
下
さ

い
。 

◆
日
程
変
更
は
、
事
務
局
へ
も
必
ず
連
絡

す
る
。 

◎
博
士
号
に
繋
が
り
ま
す
の
で
出
席
名

簿
を
つ
け
て
下
さ
い
。 

◎
講
座
内
で
の
連
絡
網
を
作
っ
て
下
さ

い
。（
個
人
情
報
の
た
め
取
扱
い
注
意
） 

 

収入計 3,997,224 円

支出計 3,794,555 円

残額 202,669 円

収入の部 　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位（円）

予算 決算 増減

85,203 85,203 0

3,870,000 3,906,000 36,000

797 6,021 5,224

0

3,956,000 3,997,224 41,224

支出の部 　　　　　　　　　　　　　　　　　　

予算 決算 増減

会議費 50,000 45,736 △ 4,264

学部活動費 140,200 133,845 △ 6,355

イベント費 190,000 172,123 △ 17,877

視察研修費 10,000 0 △ 10,000

390,200 351,704 △ 38,496

消耗品費 100,000 100,680 680

通信費 85,000 75,300 △ 9,700

印刷製本費 220,000 222,850 2,850

備品購入費 300,000 316,138 16,138

OA機器保守 130,000 155,744 25,744

人件費 2,280,000 2,153,650 △ 126,350

団体事務所費 43,000 42,632 △ 368

光熱費 35,000 36,437 1,437

雑費 30,000 39,420 9,420

3,223,000 3,142,851 △ 80,149

42,800 △ 42,800

300,000 300,000 0

3,956,000 3,794,555

積立金の部 　単位（円）

第11期 第12期 第13期 第14期 合計 備考

300,000 100,000 100,000 300,000 800,000
各期定額に限らない。
OA積立・15周年記念イベント・他

　　　　会計帳簿の記載は正確で、関係書類ならびに会計処理はすべて適正に処理されていると認めます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   会 計 監 査　　    　　松本　香織　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会 計 監 査　　　    　柳橋　裕子　　　　　

        上記の通り報告いたします。   

　　　　　　　　　 　 令和2年9月27日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    かしま灘楽習塾　塾長　　君和田　毅

　　　　　　　　令和2年7月14日

   学部別教授リーダー会、事務経費

小計

アクセス移行・保守点検人件費、ウイルスソフト

事
務
所
経
費

インク、用紙、他

電話料、プロバイダー、他

人件費、役員手当

団体事務所借用費

電気料

水、コーヒー、ゴミ袋、他

　 視察受け入れ、他

積立金
OA積立て（Access100,000円、PC50,000円）
他（150,000円）

合計

積立金

募集パンフレット（200,000円）、修了証(19,800円)他

アクセスPC（126,986円)、事務PC(75,600円）、複合機プリンター(40,000円)

事務局用ipad(38,280円)、事務局電話機(16,000円)他

予備費

第14期決算
平成31年4月1日～令和2年3月31日

科目 内　容

運営費     塾生分 1,410名　教授分　77名　 3/31現13名追加

繰越

雑収入     10周年記念誌売上(12冊)、銀行利息

小計 　

繰入金

合計

科目 内　容

事
業
費

   14期教授総会/学部教授リーダー会（25,000円）

　 役員会、他

   博士会（76,665円）、て～ら祭昼食代(57,000円)
   て～ら祭協賛金（20,000円）他

新規講師募集 
 教える喜びを体感ください 

申込：１０月１３日㈫℡85-2601 
説明会１０月１４日㈬13:30～ 

00 


